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役場屋上から見た山田役場屋上から見た山田湾湾

６６　月月
定例定例会会

定例会のあらまし

一般会計に2,028万円を追加 雌 ２P

議会アラカルト

飛び出せ青春（山田高校ボート部）雌 １２P

議決議案ダイジェスト 雌 ３P
町の考えを聞く 雌 ４P
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６
月
定
例
会
は
、
６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
３
日
間
の
会
期

１１

１３

で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
４
㌻
～
　
㌻
に
掲
載
）
に
は

１１

８
人
が
登
壇
し
、
産
業
振
興
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
幅
広

く
町
政
に
つ
い
て
質
問
。
町
か
ら
は
条
例
の
改
正
、
平
成
　
年
１９

度
の
専
決
処
分
や
平
成
　
年
度
補
正
予
算
な
ど
　
件
が
提
案
さ

２０

１８

れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
３
日
間
の

会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
２
０
２
８
万
円

を
追
加
す
る
な
ど
　
年
度
の
補

２０

正
予
算
３
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、

国
県
支
出
金
の
内
示
に
基
づ
く

事
業
費
の
増
減
や
区
画
整
理
事

業
の
委
託
料
、
工
事
費
の
増
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
購
入
費
の
増
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
備
品
購
入
費
の
増
額
な
ど

が
主
な
骨
子
で
、
質
疑
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
老
人
福
祉
費
（
後
期
高
齢
者

健
診
等
委
託
料
）２

１
３
万
円

▽
観
光
費
（
魅
力
発
信
実
行
委

員
会
補
助
） 　
３
０
０
万
円

▽
土
地
区
画
整
理
費
（
委
託
料
、

工
事
請
負
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
５
６
８
万
円

▽
教
育
振
興
費
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
購
入
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
２
１
３
万
円

▽
保
健
体
育
施
設
費
（
海
洋
セ

ン
タ
ー
備
品
購
入
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
３
７
１
万
円

 問
　
　
年
度
、
５
校
の
小
中
学

１９

校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
配
備
さ
れ
た
が
、

今
回
の
補
正
で
残
る
６
校
す
べ

て
に
配
備
さ
れ
る
の
か
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器

全
校
配
備
と
な
る
か

教
育
委
員
会
　
本
年
度
配
備
す

る
学
校
は
、
豊
間
根
小
、
荒
川

小
、
山
田
北
小
、
織
笠
小
、
轟

木
小
、
大
浦
小
の
６
校
で
あ
り
、

今
回
で
す
べ
て
の
小
中
学
校
に

配
備
さ
れ
る
。

 問
　
県
の
市
町
村
総
合
補
助
金

を
活
用
し
て
実
施
す
る
海
洋
セ

ン
タ
ー
利
用
促
進
整
備
事
業
の

内
容
は
。

教
育
委
員
会
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
備
品
が
老
朽
化
し
、
故
障
・

破
損
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め

更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容

は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
　
艇
、
マ

１１

リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
１
艇
、
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
２
艇
で
あ
る
。

 問
　
魅
力
発
信
事
業
の
事
業
開

海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用

促
進
事
業
の
内
容
は

魅
力
発
信
事
業
な
ど
の
補
助
金

交
付
時
期
を
早
め
ら
れ
な
い
か

始
時
期
が
昨
年
よ
り
早
く
な
っ

た
。
県
に
お
願
い
し
て
補
助
金

の
交
付
時
期
を
早
め
て
も
ら
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
　
市
町
村
総
合
補

助
金
を
受
け
て
の
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
６
月

の
補
正
と
な
る
。

　
本
年
度
、
県
か
ら
の
内
示
に

つ
い
て
は
、
例
年
よ
り
か
な
り

早
い
時
期
に
も
ら
っ
て
い
る
。

 問
　
本
年
度
、
合
併
浄
化
槽
設

置
補
助
を
増
額
し
、
新
た
に
希

望
を
取
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
来
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
発
展
計
画
に
と
ら
わ
れ

ず
、
希
望
す
る
全
員
に
対
応
で

き
る
よ
う
補
助
枠
を
増
や
す
考

え
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
　
本
年
度
の
補
助

枠
　
基
分
に
対
し
て
、　

件
の

１０

１１

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
１
基
分
増
や
し
た
。

　
追
加
要
望
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

補
助
枠
の
増
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
の
予
算
編
成
に
間
に
合
う

時
期
に
希
望
を
取
り
、
発
展
計

画
以
上
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
企

画
財
政
課
と
協
議
し
な
が
ら
対

応
し
た
い
。

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

枠
を
増
や
す
見
込
み
は

第２回定例会の様第２回定例会の様子子

６月定例会のあらまし

一
般
会
計
に　

万
円
を
追
加

一
般
会
計

一
般
会
計
に　

万
円
を
追
加

自
動
体
外
式
除
細
動
器
購
入
事
業
な
ど
を
実
施

2,0282,0282,028

補正予算審
議

補正予算審
議

補正予算審
議
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企
業
立
地
を
さ
ら
に
促
進
す

る
た
め
、「
企
業
立
地
の
促
進
等

に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集

積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
第
　
条
第
１
項
の
規
定

１０

に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条

例
」
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、

工
場
敷
地
面
積
に
対
す
る
緑
地

及
び
環
境
施
設
の
面
積
の
規
制

が
緩
和
さ
れ
、
工
場
の
立
地
が

し
や
す
い
環
境
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
発
展
の
基
盤

強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
の
「
企
業
立
地

の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

宮
古
広
域
市
町
村
と
岩
手
県
な

ど
で
構
成
す
る
「
宮
古
・
下
閉

伊
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
」

が
作
成
し
た
基
本
計
画
を
農
林

水
産
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣

に
提
出
し
同
意
を
受
け
た
こ
と

で
、
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た

集
積
区
域
及
び
集
積
業
種
の
事

業
に
対
し
て
、
国
か
ら
各
種
優

遇
（
支
援
）
措
置
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
工
場
敷
地
面
積
に
対
す
る
規

制
緩
和
基
準
と
対
象
と
な
る
区

企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業
立立立立立立立立立立立立立立
地地地地地地地地地地地地地地
促促促促促促促促促促促促促促
進進進進進進進進進進進進進進
のののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめ
条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例
をををををををををををををを
制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定

　条　例　関　係
■山田町町税条例の一部を改正する条例の

　専決処分に関し承認を求めること

　地方税法等の一部を改正する法律が改正されたことに伴い関

係条項の整備の専決処分を承認しました。

■企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性

化に関する法律第１０条第１項の規定に基づく準則を定める条例

　企業立地をさらに促進するため現行の規制を緩和する条例を

制定しました。

■山田町手数料条例の一部改正

　戸籍法が改正されたことに伴い関連する条項を改めました。

■山田町立幼稚園保育料等徴収条例の一部改正

　国の幼稚園保育料の減免対象が改正されたことに伴い関連す

る条項を改めました。

■山田勤労者体育施設条例の一部改正

　体育施設のうち屋内アイススケート場及びゲートボール場を

廃止するため関連する条項を改めました。

　予　算　関　係
【平成１９年度】

■一般会計補正予算（第６号）

　１,８１４万円を減額。総額６７億５,４３８万円。　

■国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

　３,６１０万円を追加。総額２６億７,９８９万円。　

■老人保健特別会計補正予算（第３号）

　１,２３３万円を減額。総額１８億１,３４１万円。

■介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

　６７２万円を減額。総額１３億３,５９２万円。　

■介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第２号）

　１５８万円を減額。総額２５９万円。

■漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第５号）

　１８万円を減額。総額１億４,２０３万円。

■公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

　７万円を減額。総額４億８３２万円。

■水道事業会計補正予算（第２号）

　３７４万円を追加。総額２億７,７３４万円。

【平成２０年度】

■一般会計補正予算（第１号）

　２,０２８万円を追加。総額６４億３,９７５万円。

■老人保健特別会計補正予算（第１号）

　１,２５４万円を追加。総額１億８,７１９万円。

■漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

　４０万円を追加。総額１億４,８０２万円。

　その他一般議案・選挙
■公用車事故（物損事故）に係る損害賠償事件に関する専決処分

の報告

　公用車事故に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告を行

いました。

■岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減

及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関する

専決処分に関し承認を求めること

　胆江地区広域行政組合、胆江地区消防組合の脱退と奥州金ヶ

崎行政事務組合の事務の一部を岩手県市町村総合事務組合で共

同処理するため、規約を一部改正する専決処分を承認しました。

■岩手県後期高齢者医療広域連合議会の議員の選挙

　欠員（２人）による補充選挙を行いました。

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
現
行
の
規
制
と
条
例
に
よ
る

　
緩
和
基
準

・
現
行
の
規
制

　
緑
地
　
％
以
上
、
環
境
施
設

２０

　
　
％
以
上

２５
・
条
例
に
よ
る
緩
和
基
準

　
緑
地
　
％
以
上
、
環
境
施
設

１５

　
　
％
以
上

２０
▽
規
制
緩
和
の
対
象
と
な
る
区

　
域

・
田
名
部
工
業
団
地

・
羽
々
の
下
工
業
団
地

・
豊
間
根
地
区
（
新
田
工
業
団

　
地
と
㈱
エ
フ
ビ
ー
の
用
地
を

　
含
む
区
域
）

工工工工工工工工工工
場場場場場場場場場場
敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷
地地地地地地地地地地
面面面面面面面面面面
積積積積積積積積積積
にににににににににに
対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
地地地地地地地地地地
・・・・・・・・・・
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
のののののののののの
規規規規規規規規規規
制制制制制制制制制制
をををををををををを
緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩

 工
場
敷
地
面
積
に
対
す
る
緑
地
・
環
境
施
設
の
規
制
を
緩
和和和和和和和和和和和

企
業
立
地
促
進
の
た
め
規
制

緩
和
さ
れ
た
新
田
工
業
団
地

（３）

議決議案
議決議案ダイジェスト

ダイジェスト

議決議案
議決議案ダイジェスト

ダイジェスト

議決議案ダイジェスト
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町の考えを聞町の考えを聞くく
一般
質問

町の考えを聞く

佐藤忠暉議員

道路行政

踏
切
新
設
は
困
難
、道
路
改
修
を
要
望

沢
田
関
谷
線
鉄
橋
下
道
路
を
踏
切
方
式
に

安全対策

平
成

年
度
に
完
了
予
定

２２

長
崎
街
道
踏
切
の
歩
道
拡
張

質
問
　
長
崎
街
道
の
歩
道
を
山

田
南
小
学
校
側
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
田

線
踏
切
に
向
か
っ
て
右
側
を
歩

く
と
、
踏
切
近
く
か
ら
踏
切
と

川
向
町
側
で
歩
道
が
な
く
な
り
、

遮
断
機
が
開
閉
す
る
た
び
に
、

人
、
押
し
車
、
自
転
車
、
自
動

車
が
交
錯
し
て
大
変
危
険
な
毎

日
が
続
い
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社
と
の

打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
ろ
う

が
、
長
崎
街
道
踏
切
を
拡
張
し

て
歩
道
を
設
置
し
、
歩
行
者
や

自
転
車
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
長
崎
街
道
踏
切
の

拡
張
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
議

員
の
皆
さ
ま
か
ら
質
問
を
受
け

て
い
る
場
所
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
現
状
を
憂
慮
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
県
及
び
Ｊ

Ｒ
と
の
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
こ
の
た

び
事
業
の
実
施
に
め
ど
が
つ
い

た
。
今
後
の
予
定
は
、
平
成
　２１

年
度
に
設
計
業
務
委
託
を
行
い
、

平
成
　
年
度
に
工
事
着
手
し
、

２２

同
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。

質
問
　
町
で
は
、
平
成
　
年
度

２０

県
知
事
要
望
項
目
と
し
て
、
県

土
整
備
部
河
川
課
に
町
内
２
級

河
川
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
追

加
要
望
し
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　
内
容
は
、「
関
口
川
河
川
改
修

工
事
に
つ
い
て
具
体
的
に
Ｊ
Ｒ

山
田
線
鉄
橋
部
分
を
明
記
し
、

隣
接
す
る
鉄
橋
下
道
路
（
町
道

沢
田
関
谷
線
）
も
合
わ
せ
て
改

修（
 桁
 下
確
保
）要
望
し
た
い
。」

け
た

と
い
う
が
、
こ
の
方
法
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
桁
下

に
神
経
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
大
雨
時
に
は
水
害
の

心
配
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
、
道

路
を
線
路
の
高
さ
ま
で
土
盛
り

工
事
を
す
れ
ば
、
車
両
の
高
さ

を
気
に
し
な
い
で
通
行
で
き
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
線
路
の
高
さ
に
道

路
を
設
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
新

た
に
踏
切
が
必
要
と
な
る
が
、

Ｊ
Ｒ
は
踏
切
の
新
設
を
認
め
な

い
方
針
で
あ
り
、
関
口
川
改
修

事
業
で
の
道
路
改
修
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
事
業
は

県
と
河
川
改
修
の
協
議
を
進
め

る
中
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
町

で
は
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に

往
来
で
き
る
よ
う
桁
下
の
高
さ

と
幅
員
の
確
保
を
要
望
し
て
い

る
。
県
は
、
本
年
度
に
設
計
業

務
委
託
を
予
定
し
て
い
る
が
、

着
手
年
度
・
完
成
年
度
は
未
定

で
あ
る
た
め
、
早
期
整
備
を
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。
　

県の河川改修（関口川）に合わせて鉄橋下道路改修
（桁下確保）を要望している町道沢田関谷線
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議員８人が一般質問

稲川勝憲議員

堤
防
管
理 河川管理者である県と協議

田子の木橋堤防敷舗装は

放
置
で
き
な
い
状
況
、早
急
に
実
施

織
笠
小
児
童
の
通
学
路
補
修

安全対策

質
問
　
田
子
の
木
橋
付
近
の
堤

防
敷
約
３
０
０
ｍ
が
、
町
村
合

併
前
か
ら
未
舗
装
の
ま
ま
生
活

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
日
も
早
く
現
道
舗
装
を
し
て

地
域
住
民
の
交
通
利
便
の
向
上

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
将
来
の
展
望
も
示
せ
。

沼
崎
町
長
　
こ
の
個
所
は
、
県

管
理
の
織
笠
川
堤
防
敷
で
あ
り
、

地
域
住
民
か
ら
時
折
穴
埋
め
な

ど
の
要
望
を
受
け
、
町
で
は
そ

の
都
度
砕
石
を
補
充
す
る
な
ど

維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
堤

防
敷
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議
す
る
。

質
問
　
昭
和
　
年
の
合
併
前
か

３０

ら
未
舗
装
で
あ
る
。
町
長
は
、

本
年
３
月
の
施
政
方
針
で
住
民

の
目
線
で
行
政
を
進
め
た
い
と

い
っ
て
い
た
が
、
こ
の
現
状
を

見
た
こ
と
が
あ
る
か
。

沼
崎
町
長
　
地
元
で
あ
り
よ
く

知
っ
て
い
る
。

質
問
　
跡
浜
細
浦
線
は
、
主
に

細
浦
地
区
や
希
望
ケ
丘
団
地
か

ら
織
笠
小
学
校
へ
通
学
す
る
児

童
の
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
本
路
線
の
織
笠
小
寄

り
の
切
り
通
し
の
 法
 面
保
護
は
、

の
り

木
製
の
板
を
使
用
し
て
土
留
め

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
そ

の
板
が
腐
食
し
土
砂
が
崩
落
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
通
学
中
の
児

童
の
安
全
確
保
と
一
般
歩
行
者

の
事
故
防
止
を
未
然
に
図
る
た

め
、
早
急
に
補
修
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
現
地
を
確
認
し
た

結
果
、
放
置
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
と
判
断
し
た
の
で
、
早
急

に
補
修
す
る
。

質
問
　
細
浦
地
区
か
ら
織
笠
小

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
人
数
と

早急に補修されることになった町道跡浜細
浦線（集団下校する織笠小学校の児童）

全
校
児
童
数
は
。

菊
地
教
育
次
長
　
細
浦
地
区
か

ら
通
学
し
て
い
る
児
童
数
は
　２９

人
で
、
全
校
児
童
数
は
　
人
。

７３

質
問
　
各
学
校
の
通
学
路
は
、

ど
こ
で
指
定
し
て
い
る
の
か
。

菊
地
教
育
次
長
　
各
学
校
の
通

学
路
は
、
安
全
性
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
原
則
と
し
て
学
校

長
が
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
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町の考えを聞く

山崎泰昌議員

職
員
意
識
改
革 職員の意識改革を進める

勤務評価制度の早期導入

専
門
技
師
と
調
査
し
な
が
ら
対
応

災
害
時
避
難
所
と
な
る
体
育
館
屋
根
修
繕
を

安全対策
質
問
　
各
小
中
学
校
の
体
育
館

は
、
災
害
時
の
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
施
設
が
雨
漏

り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い

つ
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
災

害
に
備
え
て
、
早
急
な
対
応
を

と
る
べ
き
で
は
。

松
尾
教
育
長
　
複
数
の
学
校
で

 滴
  下
 を
認
識
し
て
い
る
が
、
雨

て
き
 
か

漏
り
で
あ
る
か
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。
原
因
が
不
明
で
あ
る

こ
と
か
ら
滴
下
と
表
現
し
て
い

る
が
原
因
の
究
明
に
努
力
す
る
。

質
問
　
滴
下
の
原
因
を
屋
根
に

も
上
が
ら
ず
学
校
側
に
判
断
さ

せ
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
梅
雨

も
近
い
の
で
、
業
者
を
入
れ
て

早
急
に
調
査
修
繕
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

沼
崎
町
長
　
滴
下
の
原
因
究
明

は
難
し
い
が
、
調
査
を
し
て
雨

漏
り
と
判
明
し
た
ら
早
急
に
修

繕
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

菊
地
教
育
次
長
　
滴
下
の
調
査

は
専
門
の
業
者
に
依
頼
し
て
い

な
い
。
今
後
は
、
内
部
の
専
門

技
師
立
会
い
の
も
と
で
調
査
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

質
問
　
昨
年
度
に
続
い
て
行
政

の
不
手
際
が
公
に
な
っ
た
。
不

祥
事
が
続
く
の
は
執
行
部
や
職

員
に
対
し
て
の
管
理
体
制
に
不

備
が
あ
る
の
で
は
。

沼
崎
町
長
　
こ
の
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
意

識
の
改
革
や
資
質
の
向
上
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
覚
悟
で
あ
る
。

質
問
　
工
場
操
業
問
題
の
時
に

「
職
務
の
責
任
と
重
さ
を
十
分

認
識
し
、
一
層
気
を
引
き
締
め

正
確
な
事
務
事
業
の
執
行
に
務

め
る
」
と
謝
罪
し
た
が
、
全
く

実
行
さ
れ
て
い
な
い
と
町
民
は

受
け
止
め
て
い
る
。

　
職
員
に
対
し
て
年
齢
で
は
な

く
、
努
力
し
て
い
る
人
、
業
績

の
あ
る
人
に
そ
れ
な
り
の
報
酬
、

ま
た
勤
勉
で
は
な
い
人
へ
の
罰

則
と
い
っ
た
は
っ
き
り
と
し
た

正
当
な
評
価
が
で
き
て
い
な
い

か
ら
、
責
任
感
・
緊
張
感
が
欠

け
る
の
で
は
。

福
士
総
務
課
長
　
役
所
と
い
う

の
は
、
昔
な
が
ら
の
風
土
が
あ

り
、
か
つ
て
は
「
親
方
日
の
丸
」

と
い
わ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
職
員
の
意
識
も
変
化
し

て
い
る
が
、
１
０
０
％
変
化
で

き
て
い
な
い
の
も
現
実
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
勤
務
評
価

制
度
は
試
行
中
だ
が
、
以
前
よ

り
は
改
善
も
さ
れ
て
き
て
い
る
。

公
務
員
の
仕
事
柄
、
評
価
の
難

し
い
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め

て
い
く
。

災害が発生した場合、避難所となる
学校体育施設（船越小学校体育館）
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議員８人が一般質問

阿部幸一議員

道路行政

関
係
課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

林
道
赤
松
線
を
町
道
認
定
に

廃棄物処理

許
可
後
２
者
が
個
人
か
ら
法
人
に

法
人
化
し
た
廃
棄
物
処
理
業
者
は

質
問
　
林
道
赤
松
線
を
町
道
認

定
で
き
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　
林
道
赤
松
線
は
、

林
道
開
発
事
業
と
し
て
整
備
さ

れ
、「
林
道
台
帳
」
に
登
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

町
道
へ
の
所
管
替
え
は
、
今
後

の
維
持
管
理
や
改
良
な
ど
に
国

や
県
の
補
助
導
入
を
見
据
え
た

総
合
的
な
判
断
が
必
要
と
捉
え

て
い
る
。
し
か
し
、
舗
装
改
良

以
来
、
交
通
量
の
増
加
や
沿
線

べ
き
で
は
な
い
か
。

宇
澤
産
業
振
興
課
長
　
林
道
赤

松
線
に
つ
い
て
は
、
山
田
側
で

宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
町
長
、

町
道
担
当
の
地
域
整
備
課
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

質
問
　
冬
場
は
大
変
で
あ
る
。

国
な
り
県
に
働
き
か
け
早
急
に

対
応
し
て
ほ
し
い
が
。

宇
澤
産
業
振
興
課
長
　
誠
意
を

も
っ
て
対
応
し
た
い
。

質
問
　
一
般
廃
棄
物
の
許
可
業

者
４
社
の
中
で
、
個
人
か
ら
法

人
に
変
更
し
た
も
の
は
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
現
在
、
一
般
廃
棄

物
の
許
可
業
者
は
４
社
で
あ
り
、

す
べ
て
法
人
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
の
２
社
に
つ
い
て
は
、
平
成

８
年
と
平
成
　
年
に
法
人
成
り

１７

し
て
い
る
。

質
問
　
宮
古
地
区
広
域
行
政
組

合
で
平
成
　
年
か
ら
一
般
廃
棄

１７

物
処
理
の
委
託
が
始
ま
っ
た
。

入
札
を
行
っ
た
時
点
は
個
人
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
法
人
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
業
者
に
つ

い
て
は
、
町
か
ら
他
の
業
務
で

も
委
託
を
受
け
て
お
り
、
当
初

か
ら
法
人
に
な
る
と
い
う
う
わ

さ
が
あ
っ
た
。
法
律
的
に
は
違

法
性
は
な
い
が
、
対
外
的
に
見

る
と
や
は
り
好
ま
し
く
な
い
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
町
民
の

声
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
配
慮

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

昆
住
民
生
活
課
長
　
法
令
な
ど

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
委
託
契
約

が
成
立
し
て
お
り
問
題
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
、
法

令
に
の
っ
と
り
広
域
行
政
組
合

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

へ
の
住
宅
の
建
設
な
ど
環
境
の

変
化
が
著
し
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
検
討
課

題
と
し
た
い
。

質
問
　
最
近
は
、
織
笠
方
面
か

ら
の
交
通
量
が
多
く
な
り
、
利

用
し
て
い
る
町
民
か
ら
道
路
の

幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
る
。
国
な
り
県
に
早
期
に

要
望
し
て
、
宅
地
が
張
り
付
く

前
に
町
道
認
定
し
て
、
全
幅
５

ｍ
の
道
路
に
す
る
努
力
を
す
る

町道認定については、関係課と協議しながら
検討することとなった林道赤松線（飯岡地区）
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町の考えを聞く

三ヶ尻隆雄議員

畜
産
振
興 状況により指導を重ねている

畜産農家に対する支援は

河
川
を
管
理
す
る
県
と
協
議

川
の
駅
を
豊
間
根
に

施設整備
質
問
　
道
の
駅
は
船
越
地
区
で

す
が
、
川
の
駅
を
豊
間
根
地
区

に
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　「
川
の
駅
」
は
、
川

を
通
じ
た
人
の
出
会
い
と
交
流

を
促
進
す
る
た
め
、
船
着
場
な

ど
に
休
憩
場
所
を
設
け
、
来
訪

者
に
地
域
情
報
を
発
信
し
た
り

す
る
施
設
で
、
カ
ヌ
ー
や
釣
り

な
ど
娯
楽
の
提
供
に
加
え
、
災

害
時
の
避
難
場
所
の
役
割
も
期

待
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
。

　
去
る
５
月
　
日
、「
川
の
駅
」

１１

の
普
及
に
向
け
て
、
自
治
体
の

首
長
で
構
成
す
る
全
国
組
織
の

推
進
協
議
会
と
市
民
団
体
関
係

者
を
中
心
と
す
る
推
進
実
行
委

員
会
が
発
足
し
、
各
地
の
自
治

体
と
連
携
し
て
「
川
の
駅
」
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
ま

た
、
自
治
体
の
財
政
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
既
存
の
施
設
の

活
用
を
中
心
と
す
る
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
豊
間
根
地
区
の
１

年
を
通
じ
た
河
川
の
状
況
と
、

「
川
の
駅
」
と
し
て
の
適
地
を
考

慮
し
な
が
ら
、
河
川
を
管
理
す

る
県
と
協
議
し
て
み
た
い
。

質
問
　
農
協
合
併
に
伴
っ
た
畜

産
農
家
の
支
援
と
 堆
  肥
 セ
ン

た
い
 

ひ

タ
ー
の
今
後
の
運
営
見
通
し
は
。

沼
崎
町
長
　
昨
年
の
春
以
降
、

本
年
５
月
１
日
の
合
併
ま
で
、

農
家
現
場
で
は
急
激
な
変
化
に

混
乱
が
続
い
て
い
る
。
刻
々
と

変
わ
る
現
場
の
悩
み
に
対
し
て
、

状
況
に
合
わ
せ
て
支
援
、
指
導

を
重
ね
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
み
や
こ

の
合
併
方
針
に
従
い
、
取
引
を

停
止
さ
れ
た
農
家
が
あ
る
の
は

事
実
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ

牛
が
 厩
  舎
 に
い
る
の
も
事
実
で

き
ゅ
う
 し
ゃ

あ
る
。
現
在
、
新
組
織
と
な
っ

て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
新

た
な
事
業
計
画
を
議
論
す
る
の

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
私

か
ら
の
新
岩
手
農
協
組
合
長
へ

の
要
請
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協

議
な
ど
可
能
な
限
り
対
応
し
て

い
る
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
経
営
計
画

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
の

協
定
に
基
づ
き
毎
年
提
出
し
て

も
ら
い
、
実
績
も
毎
月
把
握
し

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
子
牛
委
託
新

規
導
入
停
止
が
続
い
て
い
る
現

状
で
は
、
今
後
半
年
間
で
さ
ら

に
２
０
０
頭
ほ
ど
の
減
が
確
実

で
あ
る
。

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
の
取
引
可
能
農

家
へ
の
新
規
導
入
、
Ｊ
Ａ
以
外

で
の
肥
育
事
業
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
、
農
家
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
重
ね
な
が
ら
関
係
機

関
の
情
報
収
集
や
働
き
掛
け
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

「川の駅」について河川を管理する県と協議す
ることになります（繋地区の津軽石川）
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議員８人が一般質問

山﨑幸男議員

産業振興

財
源
確
保
が
課
題
、検
討
が
必
要

産
業
振
興
基
金
の
創
設
を

財源確保

積
極
的
に
活
用
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
の
導
入
は

質
問
　
漁
業
振
興
と
産
業
振
興

基
金
の
創
設
に
つ
い
て
問
う
。

①
町
内
の
漁
協
が
個
々
に
策
定

し
た
地
域
営
漁
計
画
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
町
は
漁
協
の

取
り
組
み
を
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

②
農
林
水
産
業
は
、
本
町
経
済

の
基
盤
産
業
と
し
て
最
も
重

要
な
産
業
で
あ
り
、
産
業
振

興
基
金
を
創
設
、
活
用
し
な

拓
な
ど
に
取
り
組
む
漁
業
者

に
対
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
て
支
援
し
て
い
く
。

②
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

特
定
の
目
的
の
た
め
に
準
備

さ
れ
た
元
手
と
な
る
資
金
で
、

こ
の
資
金
の
運
営
に
よ
る
収

益
に
よ
っ
て
事
業
費
を
賄
う

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
質
問

の
産
業
振
興
基
金
創
設
に
は
、

新
た
に
積
み
立
て
る
た
め
の

財
源
確
保
が
課
題
で
も
あ
り
、

今
後
、
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

質
問
　
　
年
５
月
か
ら
始
ま
っ

０８

た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
故

郷
の
自
治
体
に
寄
付
し
た
場
合

に
居
住
地
の
住
民
税
と
所
得
税

が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
本
町
で
も
寄
付
の
使

途
を
明
確
に
し
、
大
都
市
圏
に

住
む
地
元
出
身
者
か
ら
理
解
を

い
た
だ
き
寄
付
を
集
め
て
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
制
度
を
積
極
的
に

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
問
う
。

沼
崎
町
長
　
本
町
に
お
い
て
も

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
を
積
極

的
に
導
入
し
、
使
途
を
（
１
）

産
業
振
興
、（
２
）
環
境
、（
３
）

地
域
福
祉
、（
４
）子
育
て
支
援
、

（
５
）
文
化
・
教
育
、（
６
）
地

域
づ
く
り
、（
７
）
寄
付
者
希
望

事
項
、（
８
）
町
政
一
般
と
し
、

寄
付
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
や
広
報
や
ま
だ
の

活
用
、
家
族
か
ら
町
外
在
住
者

へ
の
発
信
、
ふ
る
さ
と
山
田
同

郷
の
会
へ
の
働
き
か
け
な
ど
効

果
的
な
方
法
を
検
討
し
、
関
係

課
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
に
努
め
た
い
。

が
ら
産
業
振
興
に
努
め
、
所

得
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
平
成
　
年
度
に
各
漁
協
が
策

１９

定
し
た
地
域
営
漁
計
画
に
基

づ
き
、
山
田
湾
の
密
殖
緩
和

に
よ
る
高
品
質
の
カ
キ
づ
く

り
、
春
ガ
キ
の
出
荷
、
ワ
カ

メ
の
出
荷
方
法
の
改
善
、
施

設
の
優
先
配
分
に
よ
る
後
継

者
育
成
、
産
直
ル
ー
ト
の
開

山田湾内の養殖いかだの様子
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町の考えを聞く

豊間根信議員

行政改革

職
員
個
々
の
意
識
改
革
一
層
図
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

産業振興

産
業
活
性
化
推
進
協
議
会
立
ち
上
げ
検
討

町
の
活
性
化
を
図
る
計
画
は

質
問
　
先
日
つ
い
に
人
口
が
２

万
人
を
切
る
、
恐
れ
て
い
た
現

実
に
直
面
し
た
。
今
後
、
考
え

ら
れ
る
以
上
の
加
速
度
を
も
っ

て
人
口
減
が
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
危
機
感
を
持
つ
。

少
子
化
対
策
、
高
齢
者
対
策
、

限
界
集
落
問
題
な
ど
、
町
の
活

性
化
の
た
め
ど
の
よ
う
な
計
画

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
の
か
。

沼
崎
町
長
　
少
子
高
齢
化
は
、

地
域
の
活
力
低
下
を
招
く
と
と

も
に
、
医
療
や
保
健
、
福
祉
分

野
へ
の
需
要
増
大
が
懸
念
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
担
い
手
育
成

や
健
康
づ
く
り
を
重
視
し
、
地

域
で
支
え
合
う
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
産
業
振
興
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
産
業
活
性
化

推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
活
性

化
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
前
年
よ
り
話
し
て
い
る

が
、
形
だ
け
の
住
民
協
働
で
は

な
く
真
の
協
働
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

福
士
総
務
課
長
　
ま
す
ま
す
住

民
協
働
は
必
要
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
職
員
も
と
も
に
汗
を
流
し

て
協
働
を
実
践
し
て
い
く
。

質
問
　
昨
年
の
６
月
議
会
に
も

同
様
の
質
問
を
し
た
が
、
１
年

を
経
過
し
て
ど
の
よ
う
な
向
上

と
実
績
が
あ
っ
た
か
。
今
後
ど

の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取

り
組
み
を
し
て
い
く
か
、
も
し

ク
レ
ー
ム
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
の

実
例
と
対
応
を
含
め
問
う
。

沼
崎
町
長
　
随
時
、
職
員
と
の

懇
談
会
を
行
う
な
ど
機
会
あ
る

ご
と
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
て
職
員
の
意
識
改
革
に

努
め
て
き
た
。「
町
民
の
目
線

に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
心

掛
け
る
」
こ
と
は
徐
々
に
浸
透

し
つ
つ
あ
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
財
政
・
人
員

の
中
で
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
た
め
に
、
職
員

個
々
の
資
質
向
上
や
意
識
改
革

を
一
層
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
手
紙
あ
る

い
は
電
話
で
、
職
員
の
対
応
な

ど
数
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

そ
の
都
度
職
員
か
ら
状
況
を
聞

き
改
善
策
を
講
じ
て
い
る
。

質
問
　「
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
」

と
い
う
カ
ッ
コ
書
き
を
つ
け
る

よ
う
な
言
葉
を
使
う
事
が
住
民

目
線
に
立
っ
て
い
な
い
の
で
な

い
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ク
レ
ー

ム
な
ど
も
す
ぐ
に
削
除
せ
ず
 真
 

し
ん

 摯
 に
受
け
止
め
て
は
ど
う
か
。

し福
士
総
務
課
長
　
住
民
の
目
線

に
立
ち
法
令
順
守
を
心
掛
け
る

な
ど
意
識
改
革
を
し
、
職
員

個
々
が
窓
口
で
あ
る
と
認
識
し

職
務
に
励
ん
で
い
く
。　

「町民の目線に立った行政サービス」を
心がけ職務に専念する住民生活課職員
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議員８人が一般質問

佐藤照彦議員

産
業
振
興 検討が必要である

産業振興基金の創設を

今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い

学
校
耐
震
化
補
強
工
事
の
国
庫
補
助
増
額
は

教育行政
質
問
　
政
府
は
、
大
規
模
地
震

で
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
全
国

の
学
校
施
設
約
１
万
棟
に
つ
い

て
、
市
町
村
に
よ
る
耐
震
化
事

業
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
補
強

で
２
分
の
１
、
改
築
で
３
分
の

１
と
な
っ
て
い
る
国
庫
補
助
率

を
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
２
、
２
分

の
１
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決

め
た
。
本
町
が
本
年
度
実
施
す

る
補
強
工
事
は
、
す
べ
て
増
額

の
対
象
と
な
る
か
。

松
尾
教
育
長
　
こ
の
件
に
関
す

る
国
・
県
か
ら
の
通
知
は
入
っ

て
い
な
い
。
県
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
「
国
か
ら
の
情
報
が

な
い
の
で
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。
今

後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

質
問
　
産
業
振
興
に
つ
い
て
問
う
。

①
漁
協
合
併
協
議
の
状
況
と
漁

業
権
の
更
新
に
向
け
た
漁
協

の
協
議
状
況
は
。

②
財
団
法
人
さ
ん
り
く
基
金
は

本
年
度
か
ら
観
光
や
食
品
関

連
の
業
者
を
支
援
す
る
新
た

な
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
本

町
か
ら
こ
の
基
金
に
申
請
し

た
業
者
は
。

　
本
町
で
も
産
業
振
興
基
金

を
設
け
、
地
場
産
業
の
振
興

を
支
援
す
べ
き
で
は
。

③
山
田
湾
へ
の
人
工
ナ
マ
コ
放

流
試
験
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
、

ど
れ
く
ら
い
放
流
さ
れ
る
の

か
。
カ
キ
、
ホ
タ
テ
殻
で
漁

場
造
成
し
、
ナ
マ
コ
の
増
産

に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

④
農
・
漁
業
の
担
い
手
育
成
の

一
つ
と
し
て
、
新
規
就
業
者

の
参
入
・
定
着
を
支
援
す
る

た
め
、
月
　
万
円
を
３
年
間

１５

支
給
す
る
「
就
業
者
支
援
制

度
」
を
確
立
す
べ
き
で
は
。

沼
崎
町
長
　
　

①
船
越
湾
を
除
く
４
漁
協
で
先

行
合
併
の
協
議
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
区
画
漁
業
権

免
許
に
向
け
、
大
浦
漁
協
が

大
浦
崎
漁
場
の
区
域
拡
大
を

申
請
し
て
い
る
。

②
採
択
さ
れ
た
事
業
に
参
加
し

た
町
内
業
者
は
、
３
業
者
あ
っ

た
。
産
業
振
興
基
金
に
つ
い

て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③
６
月
か
ら
７
月
に
山
田
湾
口

の
黒
崎
付
近
に
３
万
個
を
放

流
す
る
予
定
。
青
森
県
の
結

果
を
待
っ
て
慎
重
に
対
処
し

た
い
。

④
現
行
制
度
の
利
用
を
図
り
な

が
ら
、
県
・
関
係
団
体
と
問

題
点
を
整
理
し
て
い
く
。

学校耐震化補強工事は船越、織笠、山田南、
山田北、大沢の５つの小学校で実施されます
（昭和５０年に建設された織笠小学校）
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「
や
ま
だ
議
会
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よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

大
豆
油
イ
ン
キ（
植
物
油
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（１２）

▼
６
月
定
例
会
が
終
了
し
た
翌
　
日
土

１４

曜
日
の
朝
、
本
県
内
陸
南
部
を
震
源
と

す
る
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
今
な
お
余
震
が
続
い
て
お
り
、

し
ば
ら
く
の
間
は
警
戒
が
必
要
で
あ
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
▼
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
さ
ま
方
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
一
日
も
早
く
復
旧
さ

れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
▼
幸

い
に
し
て
本
町
に
は
被
害
が
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
も
し
あ
の
よ
う
な
地
震

が
三
陸
沖
で
発
生
し
た
ら
と
思
う
と
背

筋
が
「
ゾ
ッ
」
と
す
る
ば
か
り
で
す
▼

宮
城
県
沖
地
震
は
２
０
３
３
年
ま
で
に

　
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
お

９９り
地
震
や
津
波
な
ど
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
▼
中
国
・

四
川
大
地
震
と
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

直
後
で
す
。
い
つ
発
生
す
る
か
も
し
れ

な
い
地
震
津
波
災
害
か
ら
尊
い
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
、
今
一
度
、
防
災

対
策
に
つ
い
て
ご
家
族
と
話
し
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
…
。 　（
稲
川
）

あ

と

が

き

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長
　
　
昆
　
　
　
暉
　
雄

委
 員
  長
　
　
生
　
駒
　
利
　
治

副
委
員
長
　
　
黒
　
沢
　
一
　
成

委
　
　
員
　
　
小
　
林
　
　
　
隆

　

〃
　

　
　
豊
間
根
　
　
　
信

　

〃
　

　
　
稲
　
川
　
勝
　
憲

　

〃
　

　
　
山
　
崎
　
泰
　
昌

議会ア・ラ・カ・ル・ト
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪回回回回

欠 席 者 等 氏 名本会議種別月　日

欠席者等なし第２回定例会６月１１日

欠席者等なし〃６月１２日

欠席者等なし〃６月１３日

議員出欠表 ◎病気入院　□公務欠席

△遅刻早退　○自己都合

―
目
標
（
夢
）
は

　
こ
の
夏
の
埼
玉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

優
勝
す
る
こ
と
で
す
。
去
年
は
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
（
２
人
乗
り
）
で
出
場
し

た
の
で
す
が
、
予
選
落
ち
と
い
う
結

果
で
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今

年
は
高
校
最
後
の
夏
。
ボ
ー
ト
競
技

で
一
番
ス
ピ
ー
ド
の
出
る
ク
オ
ド
ル

プ
ル
（
５
人
乗
り
）
で
出
場
し
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
と
一

緒
に
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

―
山
田
の
未
来
に
望
む
こ
と
は

　
山
田
が
元
気
に
な
る
こ
と
で
す
。

今
年
は
、
私
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
優
勝
し
て
、
皆
さ
ん
に
明
る
い
話

題
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
山

田
高
校
に
進
学
し
て
、
山
高
か
ら
元

気
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
。
平
成
　
年
２３

に
は
、
岩
手
県
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が

行
わ
れ
る
の
で
、
で
き
れ
ば
、
私
が

夢
中
に
な
っ
た
ボ
ー
ト
に
興
味
を
持

ち
、
地
元
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
全
国
優
勝
を
し
て
ほ
し
い
で

す
。

―
山
田
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　
海
で
す
。
朝
練
の
時
の
朝
凪
、
放

課
後
練
習
の
夕
凪
、
穏
や
か
な
海
も

き
れ
い
だ
し
、
日
中
の
風
の
強
い

荒
々
し
い
海
も
か
っ
こ
い
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
練
習
が
し
や
す
い
静
か

な
海
の
方
が
好
き
で
す
が
…
。

主　将

阿部 友  代 さん
とも よ

３

埼玉インターハイ
出場メンバー

目指せ全国優
勝！山田高校

ボート
目指せ全国優

勝！山田高校
ボート部部

山田高校ボート部
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